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宮城県、長野県、三重県、鳥取県 
岡山県、広島県、徳島県、高知県 
佐賀県、宮崎県、山口県 
            （平成26年5月から参加） 

 

参加県（11県） 

人口減少、少子化に歯止めをかけようと、少子化問題に 

危機感を持ち、子育て支援施策に意欲的に取り組む自治体 

により、平成25年4月に発足しました。 

 

少子化問題に危機感を持った知事が集結 

取組方針 

■同盟県の施策の情報共有、及びブラッシュアップ 

■地方、現場レベルからの、国・各界への提案 

■国民の機運醸成、少子化対策への意識喚起 
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1 子育て同盟とは？ 
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子育て同盟 これまでの活動実績 
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「子育て同盟サミットinとっとり」の開催  
 （平成25年7月28日） 

同盟１０県知事が鳥取県に集結し、少子化対策・ 
子育て支援についての共同事業、国への提案を決定 

国、与党へ緊急提言 
 （平成25年8月8日） 

特に強く要望した項目 

地域少子化対策強化交付金 
（平成25年度補正予算） 

特に強く要望した項目 

① 地方が少子化対策に自由に活用 
 できる基金の創設 
② 子ども・子育て新制度についての、   
 地方の意見の反映、財源の確保 
③ 保育士・幼稚園教諭の処遇改善、 
    配置基準の適切な見直し 
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活動紹介 

子育て支援施策紹介 

子育て支援データバンク 

同盟県知事からのメッセージ 
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子育て同盟「はぐくみポータルサイト」による 

情報を発信しています！ 
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■日 時 平成26年5月31日（土） 
■場 所 長野県松本市 
■参加者 森まさこ 女性活力・子育て支援担当大臣 
                              内閣府特命担当大臣（少子化対策） 
 

 
 
 
                                     

2 「子育て同盟サミットinながの」報告 

同盟各県知事、副知事、 
各県子育て支援担当者、 
子育て支援団体関係者等       
約８０名 
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講師：助産院「ばぶばぶ」院長 小林寿子氏 
「１０人育児中！－助産師と母親の立場から見た出産、子育てー」 

講 演 

子育ては楽しいし、 

めっちゃ楽。 

たくさんのお母さんに 

このことを伝えたい。 
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各県知事、森大臣、講師による子育て議論 

【地域での子育て支援の取組】 
地域が元気になるように、地域でできるところから行動を起こす。 

【国全体での子育て支援の取組】 
男性の意識改革、地方のための財源確保、機運の醸成等が必要。 

少子化は慢性疾患。体質改善の
ためには長時間労働等、社会の
在り方を改める必要があるし、 

子育て支援といった対処療法も
必要。【古川知事】 
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ながの子育て声明 
～極点社会を反転！～ 

 

  我が国の少子化が止まらない！ 人口減少により、将来、地方自治体の 

約半数「８９６」が消滅する可能性があるとの報告が出され、全国に衝撃を 

与えた。 

 今、我々は、日本存続の大きな岐路に立たされている。 

 人口減少の継続及び加速は、日本の存立にかかわる危機であるとの国民の 

共通認識を醸成し、国と地方自治体が一丸となって対処する必要がある。 

 先人が幾多の困難を乗り越え、今日の日本の繁栄を築いたように、我々は、 

少子化をストップさせるための断固たる覚悟を示し、あらゆる叡智を結集し、 

スピード感を持って決断し、取組を加速度的に強化させるべきである。 

 地方の現場に身を置く、我々１１名の知事は、極点社会を反転させ、 

結婚し、子どもを育てることに幸せを感じられる社会を実現するため、 

結婚支援、移住促進、子育て支援に全力で取り組むことを宣言する。 
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だから、 
      結婚しよう！ 好きな人と。 

               
       移住しよう！ 好きな地方へ。 
 

       子育てしよう！ 大好きだから。 

 ところ 

平成２６年５月３１日 
子育て同盟１１県知事 
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最重点で取組を求めるもの 

 

 

現場での実践活動から改善を求めるもの 

 Ⅰ 子育て環境の整備及び支援策の充実 

Ⅱ 子育ての経済的負担の軽減 

Ⅲ 出産・妊娠に関する支援策の充実 

Ⅳ 仕事と子育ての両立に向けた支援策の充実 

 

国への提言・要望 

１ 新制度における「量的拡大」と「質の改善」のための 

    財源確保 

２ 地域少子化対策強化交付金の拡充 
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平成26年度「子育て応援企業」表彰 
●最優秀子育て応援企業賞・・・・長野県【シナノケンシ株式会社】 
●優秀子育て応援企業賞 ・・・・三重県【万協製薬株式会社】 
                     広島県【株式会社サタケ】 
●子育て応援企業賞 
 宮城県【仙建工業株式会社】、鳥取県【株式会社みたこ土建】、 
   岡山県【菅公学生服株式会社】、徳島県【西精工株式会社】、 
   高知県【株式会社高知銀行】、佐賀県【株式会社ミズ】、 
   宮崎県【医療法人和敬会】、山口県【株式会社西京銀行】 

子育て支援に対し独自性、先進性のある取組を 
積極的に行っている企業・事業所を表彰 

子育て応援 
企業を表彰 

活動を広く 
紹介 

社会全体で 
子育てを支え合う
意識醸成・環境 

づくり 

3 新たな取組 ～ 子育て応援企業の表彰制度の創設 
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毎月１９日は、子育て同盟「出会い・育児の日」です 
 

毎月１９日 
啓発活動 

県民の 
機運醸成 

社会全体で少子化
対策に取り組む 
機運醸成 

事業の展開 

3 新たな取組 ～子育て同盟 啓発の日の制定～ 
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【啓 発】ホームページや広報誌等により、「婚活」「子育て」

への参画を呼び掛けていきます。 

【イベント開催】10月19日に子育てや婚活に関する応援

事業を開催します。 
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県主催の婚活イベント 

開催回数８回 参加者数414名 

カップル成立40組 

   はじめまして赤ちゃん応援事業 
            （母子保健福祉課） 2 
人工授精経費助成実績 

実人員109人 延べ件数206件  

凍結保存料助成実績 

実人員106人 延べ件数106件 

交付申請実績 

4件（取得期間2か月が１件、5日間が3件） 
双方向トークライブ「ホンネトーク」 

平成25年12月14日実施 観覧者171名 

専門アドバイザーによる事業所訪問実績 

61社 延べ回数89回 

男性職員の育児休業取得者２名 

県職員の出会いのための合コン 

開催回数6回 参加職員延べ32名 

「418（しあわせいっぱい）プロジェクト」実績 

   みらいのパパママへの 
     メッセージ事業 （まなび課） 4 

   県庁から咲かせる４１８の花 
               （職員課） 6 

   パパママ“ファイティン” 
   サポート事業 （雇用労働課） 5 

  子育てパパの応援企業奨励金 
          （男女参画・県民協働課） 3 

   結婚支援事業 （こども未来課） 1 

主な事業実績 
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パーティー形式、スポーツ観戦などの体験型、セミナー付き 

等、様々な企画のイベントを毎月２回程度、県内４ブロックで 

開催します 

 №1「アート婚」（佐賀市内） ６月７日（土） 

 №2「まなび婚Ⅰ」（佐賀市内）６月２１日（土） 

 №3「七夕婚」（佐賀市内）  ７月５日（土）予定 

 №4「まなび婚Ⅱ」（佐賀市内）７月27日（日）予定 

「さが出会いサポートセンター」を開設し、結婚に関する相談に 

応じる他、会員制による１対１のお見合い事業を推進します  

 ✿さが出会いサポートセンターの開設 

   ◆場所 佐賀市内（８月予定） 

 ✿お見合い会員、婚活サポーターの募集 

   ◆募集開始時期 ８月上旬予定 

今後の結婚支援事業の実施予定 

受付終了 

受付終了 

婚
活
イ
ベ
ン
ト 
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佐賀県 くらし環境本部 こども未来課 
TEL: 0952-25-7381  FAX: 0952-25-7339 
E-mail: kodomomirai@pref.saga.lg.jp 

お問合せ先 

４１８プロジェクト 
 ＰＲキャラクター 
はっぴーソンリサ 


